
2002年度（第16回）
　　滋賀医大同窓会「湖医会」総会議事録から

[ 議題 ]

（1）2001年度事業報告
（2）2001年度決算報告
（3）2002年度事業計画（案）
（4）2002年度予算（案）
（5）各担当幹事からの報告
（6）その他

（1) 2001年度事業報告　＜承認＞

　　　　　1.湖都通信の発行・・・第37号、第38号、第39号
　　　　　2.勢多だよりの購入発送・・・第57号（会費完納者のみ）、第58号（全員）
　　　　　3.「大学フォーラム」に参加・・・'01.11.24　副会長が出席
　　　　　4.若鮎祭へ寄付・・・'01.9　20万円寄付
　　　　　5.第1回湖医会賞決定・・'02.1　3期生垰田和史氏・8期生井上慶郎氏・・受賞講演は、翌年度若
　　　　　　　　　　　　　　　　　鮎祭にて
　　　　　6.大学幹部との交流・・・学長との懇談会を行った　'02.1.26　記念誌掲載特別座談会
　　　　　7.滋賀医学国際協力会に参画・・・'02.2.1/'02.6.18　副会長出席
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'02.1　10万円寄付　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卒業生への寄付依頼文の発送協力　発送費80ｘ2000=160,000
　　　　　8.大学公開講座への協力・・・02.1.24　奥村芳孝氏講演会後援　謝礼2万円　　　　
　　　　　9.1期生同期会・・・'02.2.23、びわこホテルで（35名出席）
   　 11期生同期会・・・'02.2.23、びわこホテルで（38名出席）

　　　　　10.卒業生祝賀会・・・'02.3　10万円・・・今回より同窓会主催　
　　　　　11.卒業式と入学式に参列・・・卒業式　'02.3.25　副会長が出席
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　祝賀会　'02.3.25　副会長が出席
　　　　　　　　　　　　　　　 　   　  　入学式　'02.4.8　副会長が出席　　　　　　　　　　　　　　
　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　大学院宣誓式　　　出席者無し
　　　　　12.新入生にオリエンテーション・・・'01.4.10　副会長が出席
　　　　　13.新入生歓迎委員会へ寄付・・・'02.5　10万円寄付
　　　　　14.関連病院長会議に出席・・・'02.6.7　会長、副会長が出席
　　　　　15.第2回看護学科卒業生と学生の交流懇談会・・・'02.6.22　5万円寄付
　　　　　16.第4回関東支部会開催・・・'02.7.13（32名）　10万円補助
　　　　　17.20周年記念誌「湖醫会　第5号」　'02.7発行・発送
　　　　　18.湖医会カードの拡充・・・湖医会ＪＣＢカード終了'02.8.31、VISAカードに変更を勧める
　　　　　19.記念名簿発行準備作業開始　'02.8
　　　　　20.学外卒業生向けの図書館利用案内・・・今年度案内は無し
　　　　　21.特別な理由による就学困難な準会員を補助する事業

（2）2001年度決算報告　＜承認＞

（3）2002年度事業計画（案）　＜承認＞  　　（一部内容や経過報告を記載）

　　1.湖都通信の発行
　　2.勢多だよりの購入発送
　　3.滋賀医学国際協力会に参画
　　4.卒業式と入学式に参列
　　5.新入生にオリエンテーション
　　6.支部会への援助
　　7.湖医会カードへの援助　
　　8.関連病院長会議に出席
　　9.大学フォーラムに参加
　　10.学生とのフリートーキング・・・同窓会に対する考えを聞く会をもうけてはどうか
　　11.若鮎祭へ寄付
　　12.新入生歓迎委員会へ寄付
　　13.学外卒業生向けの図書館利用案内



　　14.卒後10・20年同期会・・・（医2期生・医12期生）
　　　  卒後5年同期会・・・（看1期生）
　　15.特別な理由による就学困難な準会員を補助する事業
　　16.大学幹部との交流・・・病診連携会議の運営について会談　02.9.5に行われた
　　　　　　　　　　　　　　　大学側が「湖医会」に望むのは
　　　　　　　　　　　　　①大学を支えるサポーター（精神的にも）になる→結論；卒業生を中心と
　　　　　　　　　　　　　　して開業医と大学幹部との話し合いの場を市・郡で持つなど
　　　　　　　　　　　　　②独立法人化後の資金的援助；本人だけでなく患者・知人などへサポー　
　　　　　　　　　　　　　　ターを広げられないか・・たとえば同窓会として奨学金制度の検討
　　17.公開講座の実現
　　18.保育園設立準備委員会の活動・・・生協運営でできないか
　　19.生涯教育
　　20.卒業生祝賀会主催
　　21.第3回看護学科卒業生と学生の交流懇談会　　
　　22.第1回湖医会賞授与式・講演会
　　23.第2回湖医会賞受賞者決定
　　24.名簿発行　　
　　25.生協開設・・・応援する方向で進めていくことが確認された。学生からの要望と言う形で進め　
　　　　　　　　　　る。設立時期は、独法化前のほうが良い。公益法人なので出資金は卒業時に返金
　　　　　　　　　　される。副会長が学長にその旨申し入れる9.10に学長に提案。学長もそれが望ま
　　　　　　　　　　しいという考え。
　　　　　　　　　　　現在、生協関係者が事業計画案のとりまとめをしているので、でてきた報告を
　　　　　　　　　　みて検討。湖医会が教職員・学生の呼びかけ「生協を知る会（仮）」を設ける。
　　26.その他

（4）2002年度予算 　＜承認＞

（5）各担当幹事からの報告

　　　1）OA化担当

　　　　　Ⅰ）下記を購入した　　　

　　　　　　・ キャノンプリンター　　￥103,000
　　　　　　・ｉＭａｃ　　￥160,000
　　　　　　・ビアヴォイス　　￥18,000
　　　　　Ⅱ） 予算
　　　　　　・ホームページ指導料を含むＯＡ環境メンテナンス￥250,000/年　

　　　2）渉外担当

　　　　Ⅰ）他大学同窓会、地方会・学内県人会、公機関との折衝
　　　　Ⅱ）予算は10万円

　　　3）湖都通信

　　　　　Ⅰ）広告　　7社　　50,000×7　
　　　　　　　協賛　　5社  　 20,000×5
　　　　　　　　　3回分　  印刷費　50万円
　　　　　　　　　　　　　発送費　60万円
　　　　[意見]　
　　　　　・学内会員の記事が多いので学外会員の情報をもっと掲載してほしい
　　　　　・独法化問題を継続して載せていく必要がある

　　　4）名簿

　　　　　　　2003年2月初旬発行予定
　　　　　　　今回名簿よりＥ-mailアドレスを掲載する
　

（6）その他

　　　（1）同窓会法人化について・・NPOや中間法人を利用できないか
　　　（2）2期生メーリングリスト開設について


